
参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 5

委託費（事業費）　（２５年度）

・地元企業経営再建指導委託　　　９，０００千円（釜石商工会議所）

　津波復興拠点整備事業により、被災市街地の復興を先導する事業を進めている
ところであるが、市街地の復興と併行して、被災事業者の早期再建が急務となっ
ている。
　このような中で、被災事業者の早期再建と経営力強化を支援するため、グルー
プ補助金をはじめとした施設設備の復旧補助金に加えて、『（36）地元企業経営
再建指導事業』として、被災事業者の相談事業、経営指導、セミナー等を委託実
施するものである。

（36）地元企業経営再建指導事業

地元企業経営再建指導事業

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称

内訳 1.被災事業者等相談支援業務　　　４，７８０千円

2.個店魅力向上業務　　　　　　　３，２０２千円

3.中小企業経営力向上業務　　　　１，０１８千円

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 13 - 1

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

【事業概要、期間事業との関連性】
　都市再生区画整理事業(被災市街地復興土地区画整理事業)を実施する平田地区にお
いて、区画整理区域との境に三陸鉄道が敷設されている。
　現在、盛土構造の鉄道敷を市道平田源太沢線がボックスカルバートにて立体交差し
ているが歩道が設置されておらず、歩道を整備し拡幅予定の区画整理事業区域側の道
路との整合性が図れない状況となっているほか、津波発生時に海側から山側へ迅速か
つ安全な避難行動が困難な状況となっている。
　東日本大震災により三陸鉄道も壊滅的な被害を受け、現在、平成26年4月の運行開
始を目指して災害復旧事業を実施しているところであり、鉄道が運休している期間に
津波発生時に海側から山側へ迅速な避難ができるよう、『（22）避難誘導施設整備事
業』として、歩道用のボックスカルバートを整備するものである。

　
【経費の内訳】
　■工事費　150,000千円
　　□土工1式
　　□プレキャストカルバート工34m
　　□擁壁工216㎡
　　□仮設工1式

【細要素事業の概要を示す図面】
　別紙のとおり

（２２）避難誘導施設整備事業

平田地区避難誘導施設整備事業

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

細要素事業名

要綱上の
事業名称



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 6

　

■業務内容

・市街地等被災地区住民との合意形成の場のコーディネート

・避難誘導機器等整備案及び概算整備費用の策定

■委託費（調査費）　（平成25年度）

・避難誘導機器等基本設計策定業務　７，３１０千円

○高台避難誘導光環境整備

■業務内容

・整備基本設計の策定、設置計画の策定、概算工事費用の算定（委託費）

・誘導照明設置工事（事業費）

■委託費（調査費）・工事費（事業費）　（平成25年度）

・委託費　高台避難誘導照明設置工事基本設計業務　１，３３０千円

・工事費　高台避難誘導照明設置工事　１式　５，６６０千円

○浸水履歴等表示シール貼付

■業務内容

・浸水履歴等表示シール作成、適地の選定、浸水実績高及び海抜の測定、貼付作業等

■委託費（事業費）　（平成25年度）

・浸水履歴等表示シール貼付業務　７００千円

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　津波復興拠点の整備にあたり、東日本大震災の教訓の忘却を防ぎ、避難意識を
高めるため、市街地の電柱や公共施設等の壁面等に東日本大震災の浸水実績や海
抜を表示するシールを貼付する業務を委託するものである。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（23）避難誘導機器整備事業

細要素事業名 津波避難場所整備事業

　津波復興拠点施設整備事業等の実施に際し、被災市街地における避難誘導体制の確
立を図る必要があるため、津波避難誘導機器等に係る各種設計業務委託及び整備工事
を『（23）避難誘導機器整備事業』として実施するものである。

■　津波避難場所整備事業　　総事業費（平成25年度）　　１５，０００千円

○避難誘導機器等基本設計策定

住民の合意形成を図りながら、津波避難場所及び避難経路を検討するとともに、
避難誘導機器等の整備計画を策定する業務を委託するものである。

　夜間における高台（津波避難場所）への避難誘導に係る周辺光環境整備の基本
設計を策定する業務を委託するとともに、モデル地区で先行整備を実施するもの
である。



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 15 - 2 - 7

■業務内容

・津波防災シンポジウムの企画・運営ならびに撮影・記録・編集（4回）

■委託費（事業費）

・津波防災シンポジウム開催業務委託　２，０００千円

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　津波復興拠点施設整備に伴い、被災地域での社会活動が活発化することから、災害
への備えを啓発するため、市街地住民等を対象に東日本大震災の教訓を踏まえたシン
ポジウムを企画・運営する業務を『（31）防災対策強化事業』として委託実施するも
のである。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（31）防災対策強化事業

細要素事業名 津波防災シンポジウム開催事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 17 - 10 - 2

　

■工事費（事業費）（平成25年度）

・防災行政無線同報系戸別受信機設置工事　　９９，３００千円

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　都市再生区画整理事業などの実施に際し、防災行政無線難聴地区住民、事業者等の
生活の安全を促進するため、被災地区を中心に難聴世帯の災害時要援護者、消防団員
等の住宅に防災行政無線（同報系）戸別受信機を設置し、震災に強いまちづくりを促
進することを目的に『（20）防災行政無線整備』として実施するものである。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（20）防災行政無線整備

細要素事業名 防災行政無線同報系戸別受信機整備事業



参考様式第３０及び参考様式第３３の別添３

★ Ｄ 23 - 2 - 7

■工事費（事業費）　（平成25年度）

・防災行政無線同報系屋外拡声子局増設工事　　４０，０００千円

■設置位置図（4地区）　別紙

※ この様式は、原則として、参考様式第３０及び参考様式第３３の別添２に記載した細要素事業ごと

に作成してください。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

　防災集団移転促進事業の実施に際して、住宅団地等が整備されるまでの間、市内仮
設住宅等に居住する被災地区住民に防災行政無線を通じて災害情報を伝達する必要が
あるが、一部仮設団地周辺を中心に難聴地区が存在するため、防災行政無線同報系屋
外拡声子局を増設し、震災に強いまちづくりを促進することを目的に『（20）防災行
政無線整備』として実施するものである。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の
事業名称

（20）防災行政無線整備

細要素事業名 防災行政無線同報系屋外拡声子局整備事業


